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＜病棟連絡事項＞
・入院形態変更時は電話連絡でもメールでもメモでも良いので必ずSWに連絡を入れるようにして下さい。（詳細は病棟メールにあり）

・CSセットの業者より6/1からの新しいパンフレットが届きました。
入院時に説明しやすいように7組程一式にまとめました。
パンフレットの入っている棚の一番上の段に入れています。
必要な際は使用してください。
下記の書類については業者のほうから届いた枚数が限られています。
〇価格改定のお知らせ
〇CSセット　リニューアルのお知らせ
病棟のCSセットのフォルダの中に印刷できるようにPDFで準備しました。
必要になった際は印刷をして使用してください。

・指示受けした際の日誌記載ですが必要部分のみ赤字にして下さい。

・ダントリウム実施後、ルート内に残っているダントリウムをフラッシュする必要あり。今後処方と共に注射用水を20ml追加でつけるので使用してください。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・なし
【転出】
・髙原　イト様～南病棟Dユニット207号室へ
・土橋　タキ様～西病棟Bユニット27号室へ
・佐藤　一路様～西病棟Dユニット50号室へ
【部屋移動】
・城前　実様　　東合併症室→東Aユニット13号室
・松橋　末蔵様　東Aユニット8号室　→東合併症室
・藤井　孝蔵様　東Dユニット18号室→東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・安達　貴浩様～胃痛時つくしAM散10回分処方。

・澤口　利香様～ロキソプロフェンＮａ錠６０ｍｇ　30回分処方。

・伊藤　重義様～臨時薬7日分処方。

・松橋　末蔵様～ホリゾン注射液10mg1A 筋注施行　喀痰吸引、点滴施行中はミトン使用許可を頂いている。

・片桐　惣一郎様～食事の嚥下状態不良にて本日昼より粥キザミ、汁トロミに変更。食器は自助食器を利用している。

・江刺家　恵子様～14：00より体温38.0℃持続。混濁尿も持続してある。主治医に状態報告し本日は発熱時の継続指示カロナールを使用し様子を見ていくよう指示ある。明日には抗生剤の使用を検討していく事としている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、落ち着かず動き回り他者の物を弄るなどして他者への迷惑行為激しい為、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～20時から翌6時までの時間隔離中。自分を「アケチです。」「三井です。」などと妄想発言あるも表情の硬さなし。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・戸来　栄一様～身体拘束中。午前中1時間の開放観察を実施している。開放中はホールで静穏に過ごす。自室誘導声掛けに「行きません。」と話し介入に抵抗あったが渋々戻られており再拘束開始する。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・松橋 末藏様～今朝より体動活発。ベッド柵をガタガタさせたり、下ろしたりする、おむつ交換などは強い力で抵抗ある。本日深澤Drより点滴施行時はミトン使用の許可ある。点滴時も易怒性強く、不穏時の頓服薬を吐き出す。小柳Dr指示にてホリゾン10mg筋注施行。その後は落ち着いて会話できるレベルとなり点滴刺入時は拒否なし。しかし不穏さないが落ち着きの無さ出現。体動刺し直し2回ある。ミトンを外して欲しいと要求は続いている。バイタルサインの異常ないが痰絡みあり。自己排痰は出来ているが痰鳴ある。食欲はあり、自力だと一口が大きく危険なため食事は介助している。また、夕食時より食事変更し全粥、キザミ、汁トロミとしている。
　　　　　　　　ダントリウムは明日まで。食事は摂れている為点滴は明日よりメイン3本に減量の予定。

＜深澤Dr診察情報＞
・藤井　崇史様～臨時薬7日分処方。

・土橋　タキ様～臨時薬7日分処方。

・澤口　利香様～臨時薬7日分処方。

＜小柳Dr診察情報＞
　処方変更、指示追加等なし。



＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和5年5月24日　15：51　
氏　　名：伊藤　誠（いとう　まこと）様
[bookmark: _GoBack]生年月日：昭和44年10月2日　53歳
病　　名：統合失調症、知的障害
性　　別：男性
主 治 医：小栁Dr
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Dユニット
＜経過＞
　現在単身独居生活。H11年12月、不安・焦燥抑うつ・関係念慮があり同月に湊病院初診し、1回の入院歴あり。その後は通院中断。H13年5月焦燥感・関係念慮が強くなり、5/29自殺企図で腹部や頸部を刃物で自傷し、八戸市立市民病院救急外来受診。同院精神科にて通院継続していた。R4年11月母の死去後に不安感の増強あり同院同科に入院。R5.1.12退院後は訪問看護やヘルパーを利用し経過を診ていた。5月より不安感が増強し、過呼吸や手のしびれが出現。
　R5.5.24外来診察時に不安の訴えが強く入院希望聞かれていたが、同院満床の為当院に入院加療の依頼あり。同日当院初診され、15:51東病棟Dユニットに任意入院となる。

				
